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格差社会の到来」『論争 格差社会』文春新書、2006 年）と名づけています。このあたりの 97
年には消費税の税率アップ、また健康保険加入者本人の受診料アップ、またいろいろな銀行等

















というと、97 年、98 年あたりからずうっと急激に上がっていっています。98 年は完全失業者
279 万人です。高度経済成長期が終わって、100 万人になりましたのは 75 年です。95 年に 210





して、最近の 2013 年（-0.1％）、14 年（-0.8％）ではマイナスになってしまっている、つまり
貯蓄を吐き出しています。 
























いるわけです。そこに朝日新聞の 2014 年 11 月 28 日付朝刊の記事を初めとして、いくつか例を
挙げておきました。 
 それから次に移りまして、これは生活保護受給者数の推移です。戦後すぐの頃に匹敵するよ
うな、200 万人を超えているというような数字ですけれど、これも 97 年、98 年あたりからずっ
と上がって来ているということが、ここで分かるかと思います。もう一つ、98 年からの急上昇
が注目されたのは自殺者数です。98 年より前の約 20 年間は約２万人台でした。ところが、97
年２万 4391 人から 98 年３万 2863 人へと突然増加し、14 年間３万人台が続きました。そして、
2012 年には低下して２万 7858 人になっています。 
 


















29 万４千円というようなグラフになっています。同じく、非正社員では、男性は月額 24 万６
千円、女性は月額 18 万８千円がピークになっています。このように、雇用形態別の賃金カーブ、
この違いが明らかです。これを前提にしまして、今度は結婚の話を挙げております。年収別に
見た 20 歳代、30 歳代男性の結婚率と、先ほども 400 万円から 800 万円、あるいは 300 万円か
ら 600 万円というふうなお話も出ておりましたけども、この 300 万円未満のところで結婚率が
表１ 被雇用者・非正規割合の推移  1992 年～2012 年 
年 総数（％） 女性（％） 男性（％）
1992 21.7 39.1 9.9 
1997 24.6 44.0 11.1 
2002 31.9 52.9 16.3 
2007 35.5 55.2 19.9 
2012 38.2 57.5 22.1 
出所：総務省統計局「就業構造基本調査」 
 
































－ 15 － 
20 歳代で 8.7％、30 歳代で 9.3％、それが 300 万以上から 400 万円未満のところになると、20
歳代で 25．７％、30 歳代で 26．5％というふうに、明らかにここで違いが出ています。これは
『厚生労働白書』（2013 年版「概要」）でも、「300 万円が一つの壁」だというふうに表現してお
ります。同じような指摘が内閣府が出している『少子化対策白書』（2014 年版）でも行われて
います。それによると、年収 200 万円未満の男性の結婚率は 30～34 歳で 20％台、35～39 歳で


























































































います。それから 13 条が「生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利」、そして 25 条は先ほ
どもちょっと触れられたと思いますが、「健康で文化的な最低限度の生活を営む権利」です。 
この 13 条などを、よく読んで頂きましたら「幸福追求に対する国民の権利」というふうにはっ
－ 18 － 
きり書いているわけでして、こういったところを今の社会がどういうふうに変化しているか、
いつごろから変化しているかということも合わせて考えていくことが重要になるかと思いま
す。 
 
おわりに 
 
キーワードとしては、一つは「1998 年」から日本は大きく変わったのだ、それは、「戦後改
革」、それから「高度経済成長期」に匹敵するぐらいの大きな変化なのだ、ということです。そ
れからもう一つは、「300 万円の壁」です。結婚できない。さらにまた、子どもを産むことがで
きない。あるいはまた保育所の話なども先にありますが、とりあえずは、出発点としての「300
万円」というのが、やはり正規雇用か非正規雇用かというところに大きく関わっている、とい
うことをキーワードにして頂きたいと思います。 
 それでは、私の話はこれで終わらせて頂きます。（拍手） 
 
◇司会 福島先生、どうもありがとうございました。 
 ここで休憩といたします。 
 
 
